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図 1 「白鳥の湖」第 2 幕 
 



























     










                                                 















図 4 自作品「art live」 映像 2007 年 
 

























































                                                 







   
























図 7 レオナルド・ダ・ヴィンチ「最後の晩餐」 テンペラ 1498 年 
               460.0×880.0 サンタ・マリア・デッレ・グラツィエ教会 
 
 
図 8 ミケランジェロ・ブオナローティ「最後の晩餐」（部分）フレスコ 1541 年 システィーナ礼拝堂 
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図 9  （左）自作品「女性の着彩画」 アクリル 72.8×51.5 2008 年 






図 11 ジャクソン・ポロック 「Autumn Rhythm (Number 30) 」 




































                                                 
4 ハロルド・ローゼンバーグ『新しいものの伝統』東野芳明・中屋健一訳 紀伊国屋書店 1965 年 P23 
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図 12 自作品「交差する街角」 紙本彩色 130.3×194.0 2014 年 
 








































                                                 
5 松岡正剛 『山水思想－「負」の想像力－』筑摩書房 2008 年 P305 
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 図 13 （左） 郭熙「早春図」 絹本墨画淡彩 158.3×108.1 北宋代 台北故宮博物院 


























 香具山は 畝傍を愛しと 耳成と 相争ひき 神代より 角にあるらし 古へも 







 中国の山は、図 16 のような巨大に聳り立つ名山が際立つが、日本の山は、図 17 
のような里山という印象が強い。山ですら、人々の暮らす隣に等しく存在するのだ。 
 
                                                 
6 上垣外憲一 『花と山水の文化誌－東洋的自然観の再発見』 筑摩書房 2002 年 P22 
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図 26 （左）横山大観 （右）下村観山 「日・月蓬莱山図」 












                                                 




































      
 図 28 （左）狩野派の粉本 
 図 29 （右）円山応挙「写生帖より春草」 31.5×42.8 紙本着色 18 世紀 東京国立博物館 
 
  
図 30 高橋由一「山形県、福島県、栃木県 道路写生帖」（部分） 



























図 31 自作品「スケッチ 五箇山集落にて」 鉛筆・コンテ 2015 年 
                                                 





















図 32 自作品「スケッチ 五箇山高台にて」 鉛筆・コンテ 2015 年 
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図 33 （左）ペーテル・セルシング「ハーランダ教会」 鉛筆 1957 年 
図 34 （右）ヴィルヨ・レヴェル「住宅財団の集合住宅」 鉛筆・色鉛筆 1953 年 
 
  
図 35 （左）スキッドモア・オーウィングズ・アンド・メリル「ウェストフェリー・サーカス」デジタル 1990 年 

















































                                                 
9  齋藤美穂 『日本における白嗜好とその背景－アジアにおける国際比較研究を通して』 日本色彩学
会誌 1999 年   
10 大山正・齋藤美穂 『色彩学入門 色と感性の心理』 東京大学出版会 2009年 P80 
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図 38 「雪明け」における取材地 
 
 私にとっての白は、最初から何もない色ではなく、“個”の要素を打ち消す白であ



























































                                                 
11
 戸田禎佑 『日本美術の見方−中国との比較による』 角川書店 1997年 P116 
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図 43 ロバート・ラウシェンバーグ 「White Painting」 


















































                                                 












図 46 （左）雪舟「天橋立図」 紙本墨画淡彩 89.5×169.5 1506 年 京都国立博物館 
図 47 （右）実際に見た天橋立 
 
 「天橋立図」を見て、私は単一視点で描く必要性を感じなくなり、より自由で多様


















図 48 （左）自作品「スケッチ 白川村にて」 鉛筆 2014 年 
図 49 （右）展望台から見た白川郷 
 
  
  図 50 （左）自作品「景しき遠く」部分拡大（上空から見た村） 



















































   
   図 54 （左）自作品「万象の糸すじ」部分拡大（箔での線描） 














図 56 本阿弥光悦書 俵屋宗達画「鶴下絵三十六歌仙和歌巻」（部分） 

















































図 59 （左）自作品「空せみの路」部分拡大（フレーム表示のような線描とドローイングとの合わせ） 





































図 62 自作品「はざま白く けしき馳せ」（左隻） 
 54 
紙本彩色 162.0×390.0 2017 年 
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図 63 自作品「はざま白く けしき馳せ」（右隻） 
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図 64 松島の衛星写真 
 









図 65 自作品「スケッチ 松島にて」 鉛筆 色鉛筆 2017 年 











     
図 66 横山大観 「瀟湘八景・洞庭秋月」 絹本着色 113.6×606 1912 年 東京国立博物館 











































  図 70 （左）自作品「はざま白く けしき馳せ」 凹凸部分 









































図 73 自作品「はざま白く けしき馳せ」 岩の描写 部分拡大 
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